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創
秦
ク
ラ
ブ　
　
　
村
上　
　
茂

一　
次
期
「
秦
野
市
都
市
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
」
に
つ
い
て

問　
都
市
化
の
時
代
か
ら
安
定
・
成
熟

し
た
都
市
型
社
会
に
移
行
し
て
い
る
状

況
で
、
次
期
都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に

お
け
る
将
来
都
市
構
造
と
求
め
ら
れ
る

都
市
機
能
に
つ
い
て
の
考
え
は
ど
の
よ

う
か
。

答　
現
都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
都
市

構
造
を
踏
ま
え
、
市
街
化
区
域
内
の
居

住
や
都
市
機
能
を
集
約
す
る
区
域
と
市

街
化
調
整
区
域
や
縁
辺
部
に
あ
る
学
校

区
な
ど
と
を
連
携
す
る
公
共
交
通
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
強
化
と
い
っ
た
、
本
市
の

特
性
や
バ
ラ
ン
ス
に
配
慮
し
た
都
市
の

構
造
と
機
能
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

要
望　
将
来
の
社
会
環
境
の
変
化
に
対

応
す
る
た
め
、
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の

形
成
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
ほ

し
い
。

問　
近
年
の
都
市
農
業
振
興
の
考
え
方

か
ら
市
街
化
区
域
内
に
お
け
る
農
業
も

重
要
と
考
え
る
が
、
市
街
化
区
域
内
の

農
業
系
土
地
利
用
に
つ
い
て
の
考
え
は

ど
の
よ
う
か
。

答　
居
住
の
誘
導
に
合
わ
せ
て
居
住
誘

導
区
域
の
外
側
に
お
け
る
農
業
振
興
施

策
と
の
連
携
を
検
討
す
る
な
ど
、
市
域

全
体
に
目
配
り
を
し
た
中
で
、
都
市
計

画
法
改
正
に
よ
り
新
設
さ
れ
た
用
途
地

緑
水
ク
ラ
ブ　
　
　
高
橋　
文
雄

一　
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の
必
修
化

に
つ
い
て

問　
平
成
29
年
３
月
に
告
示
さ
れ
た
小

学
校
の
新
学
習
指
導
要
領
に
初
め
て
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
が
導
入
さ
れ
、
32

年
度
か
ら
必
修
化
さ
れ
る
が
、
本
市
の

取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
必
修
化
に
向
け
Ｉ
Ｃ
Ｔ
授
業
活
用

民　
政　
会　
　
　
和
田　
厚
行

一　
小
中
学
校
の
体
育
館
へ
の
エ
ア
コ

ン
設
置
に
つ
い
て

問　
地
震
や
台
風
な
ど
の
自
然
災
害
が

多
発
す
る
中
で
、
災
害
時
の
避
難
場
所

と
な
る
学
校
体
育
館
に
空
調
設
備
が
設

置
さ
れ
て
い
な
い
状
況
に
あ
る
。
被
災

住
民
の
避
難
生
活
の
拠
点
と
な
る
避
難

所
の
生
活
環
境
の
向
上
を
図
る
た
め
、

学
校
体
育
館
へ
の
空
調
設
備
の
設
置
が

必
要
と
考
え
る
が
、
見
解
は
ど
う
か
。

答　
本
市
で
は
、
第
一
次
避
難
所
と
し

て
小
・
中
学
校
22
校
全
て
を
指
定
し
て

い
る
。
ま
た
、
平
成
25
年
の
災
害
対
策

基
本
法
の
改
正
に
よ
り
、
避
難
所
の
生

活
環
境
整
備
が
規
定
さ
れ
た
。
学
校
体

育
館
へ
の
空
調
設
備
の
設
置
に
は
多
額

の
費
用
が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
す

で
に
設
置
し
た
普
通
教
室
を
高
齢
者
な

ど
の
要
配
慮
者
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
活
用

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
な
お
、
近
年

の
異
常
気
象
を
踏
ま
え
、
緊
急
時
に
は

自
治
体
や
民
間
事
業
者
に
必
要
な
機
器

を
提
供
い
た
だ
く
災
害
時
応
援
協
定
に

よ
る
補
完
な
ど
に
よ
っ
て
、
避
難
所
機

能
の
充
実
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

問　
多
額
の
費
用
が
必
要
で
あ
る
こ
と

は
理
解
す
る
が
、
こ
れ
は
予
算
を
伴
う

研
究
部
会
を
設
置
し
、
各
校
が
連
携
し
、

準
備
を
進
め
て
い
る
。
28
年
度
に
は
先

進
校
の
視
察
と
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

検
討
を
進
め
、
29
年
度
は
全
小
学
校
に

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
導
入
し
、
授
業
へ

の
活
用
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

要
望　
全
国
的
に
は
多
く
の
小
学
校
が

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
を
導
入
し
対
応

し
て
い
る
。
ま
た
、
高
等
学
校
で
は
情

報
Ｉ
が
必
修
化
さ
れ
、
さ
ら
に
36
年
度

に
は
大
学
入
試
に
お
け
る
基
礎
科
目
と

し
て
追
加
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
し
っ

か
り
と
推
進
し
て
ほ
し
い
。

二　
市
民
の
健
康
増
進
の
施
策
に
つ
い

て　問　
健
康
寿
命
が
延
伸
し
、
人
生
１
０

０
年
時
代
を
迎
え
て
い
る
。
一
方
で
生

活
習
慣
病
な
ど
の
増
加
が
課
題
で
あ
る
。

①
健
康
づ
く
り
の
重
点
的
な
施
策
は
、

②
生
活
習
慣
か
ら
重
症
化
へ
の
対
応
策

市街化区域と市街化調整区域の
農業の在り方について検討を

特色ある幼児教育を

学生のまちづくりへの積極的な参画を
（写真は、産･学･官合同ワークショップの様子）

体育館へのエアコン設置を
（写真は、簡易的な暖房設備を備えた東中学校体育館）

必修化されるプログラミング教育への対応を
（写真は、上小学校でのICT教育の様子）

　一般質問は、９月 26 日、27 日、28 日の
３日間、17人の議員によって行われました。
　質問は、市政全般にわたり、活発な議論
が展開されました。
　一般質問は、５面・６面にも掲載されて
います。
（質問者の文責により、質問と答弁の要旨
を掲載）

一 般 質 問

が
必
要
だ
が
そ
の
対
応
は
、
ど
う
か
。

答　
①
健
康
を
支
援
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
の
実
現
、
生
活
習
慣
の
改
善
と
環

境
づ
く
り
、
生
活
習
慣
病
の
重
症
化
予

防
な
ど
を
定
め
推
進
し
て
い
る
。
②
重

症
化
さ
せ
な
い
た
め
に
は
若
い
世
代
か

ら
の
健
康
づ
く
り
が
重
要
で
あ
り
、
身

近
な
場
所
で
気
軽
に
生
活
習
慣
の
改
善

が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

自
民
・
新
政　
　
　
風
間　
正
子

一　
女
性
管
理
職
の
登
用
に
つ
い
て

問　
女
性
管
理
職
登
用
の
取
り
組
み
や

目
標
、
そ
の
達
成
状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
「
女
性
職
員
の
活
躍
を
推
進
す
る

た
め
の
特
定
事
業
主
行
動
計
画
」
な
ど

に
お
い
て
、
女
性
職
員
の
登
用
や
働
き

や
す
い
環
境
づ
く
り
を
主
要
な
取
り
組

み
の
一
つ
と
位
置
づ
け
、
推
進
し
て
い

る
。
課
長
級
以
上
の
職
員
に
お
け
る
女

性
管
理
職
の
割
合
は
平
成
31
年
度
末
ま

で
に
12
％
以
上
を
目
標
と
し
て
お
り
、

30
年
度
当
初
の
実
績
は
11
・
５
％
と
未

達
成
だ
が
、
課
長
代
理
級
職
員
に
つ
い

て
は
、目
標
が
20
％
以
上
で
あ
り
、実
績

は
20
・
13
％
と
目
標
を
達
成
し
て
い
る
。

問　
子
育
て
の
悩
み
や
働
き
方
の
見
直

し
な
ど
を
相
談
で
き
る
よ
う
な
職
員
を

人
事
課
に
配
置
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

答　
専
任
の
職
員
の
配
置
に
は
難
し
さ

も
あ
る
が
、
適
材
適
所
の
人
事
配
置
に

努
め
て
い
き
た
い
。

二　
学
生
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
参
画
に

つ
い
て

問　
学
生
を
対
象
と
し
た
研
修
会
や
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
す
る
と
の
こ
と

だ
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
く
の
か
。

答　
学
生
が
関
心
の
あ
る
テ
ー
マ
を
設

定
し
た
楽
し
め
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や

自
分
の
ま
ち
が
ど
う
あ
っ
て
ほ
し
い
か
、

そ
の
上
で
自
分
が
で
き
る
こ
と
は
何
か

を
考
え
ら
れ
る
よ
う
な
研
修
会
な
ど
の

開
催
を
検
討
し
て
い
る
。

要
望　
次
世
代
を
担
う
学
生
の
ま
ち
づ

く
り
へ
の
参
画
を
推
進
す
る
た
め
、
駅

周
辺
に
市
民
団
体
や
学
生
が
集
え
る
環

境
の
整
備
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

政
策
的
な
案
件
で
あ
る
た
め
、
市
長
・

教
育
長
に
見
解
を
問
う
。

答　
費
用
面
か
ら
直
ち
に
行
う
こ
と
は

困
難
で
あ
る
が
、
よ
り
効
率
的
で
安
価

な
空
調
方
式
を
研
究
す
る
な
ど
、
防
災

部
門
と
教
育
部
門
が
連
携
し
、
避
難
所

機
能
の
充
実
を
図
り
た
い
。

意
見　
避
難
所
の
環
境
整
備
は
時
代
の

流
れ
で
あ
り
、
分
割
し
て
導
入
す
る
な

ど
先
を
見
据
え
た
施
策
が
必
要
で
あ
る
。

民　
政　
会　
　
　
諸
星　
　
光

一　
道
徳
教
育
に
つ
い
て

問　
平
成
30
年
度
か
ら
小
学
校
で
は
道

徳
教
育
が
教
科
化
さ
れ
、
31
年
度
か
ら

中
学
校
で
も
導
入
・
完
全
実
施
と
な
る
。

学
校
に
お
け
る
道
徳
教
育
の
充
実
に
向

け
た
取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
秦
野
の
子
ど
も
た
ち
が
よ
り
良
く

生
き
る
た
め
の
基
礎
と
な
る
道
徳
性
を

養
う
こ
と
を
目
的
に
「
考
え
、
議
論
す

る
道
徳
、
学
ぶ
意
欲
の
向
上
」
に
つ
な

が
る
授
業
や
評
価
方
法
を
実
現
す
る
た

め
、
教
職
員
が
研
修
を
重
ね
、
道
徳
教

育
を
推
進
し
、
充
実
を
図
る
。

二　
幼
児
教
育
無
償
化
に
つ
い
て

問　
幼
児
教
育
無
償
化
は
、
平
成
31
年

10
月
の
実
施
を
目
指
し
て
い
る
が
、
公

立
離
れ
と
財
源
負
担
と
い
っ
た
懸
念
へ

の
対
応
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
公
立
幼
稚
園
に
は
、
幼
児
教
育
の

本
質
で
あ
る
幼
児
の
自
発
的
な
活
動
を

大
切
に
す
る
と
い
う
教
育
理
念
が
あ
り
、

今
後
、
無
償
化
に
伴
う
園
児
数
の
動
向

や
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、
公
立

幼
稚
園
の
役
割
と
必
要
性
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
く
。
財
源
負
担
は
、
国
の
責

任
に
よ
る
全
額
負
担
を
求
め
て
い
る
が
、

引
き
続
き
要
望
し
て
い
く
。

三　
森
林
環
境
税
に
つ
い
て

問　
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
目
標
の

達
成
や
災
害
防
止
な
ど
を
図
る
た
め
、

平
成
31
年
度
か
ら
分
配
さ
れ
る
森
林
環

境
譲
与
税
の
活
用
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
公
共
施
設
へ
の
木
材
利
用
、
人
材

育
成
や
担
い
手
の
確
保
、
秦
野
産
材
の

普
及
啓
発
な
ど
新
た
な
活
用
を
検
討
し
、

今
後
は
、
水
源
環
境
保
全
税
の
活
用
と

併
せ
、
森
林
の
保
全
・
再
生
を
図
る
。

…「自民党・新政クラブ」は、略称として「自民・新政」と表記しています。会派の表記について

生
産
緑
地
と
農
振
農
用
地
の
状
況
を
踏
ま
え
た

次
期
都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
検
討
を

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
と

健
康
増
進
施
策
の
推
進
を

避
難
所
機
能
の
充
実
に
向
け

学
校
体
育
館
に
空
調
設
置
を

若
い
力
を積極

的
に
ま
ち
づ
く
り
へ

幼
児
期
か
ら

秦
野
ら
し
い
特
色
あ
る
教
育
を

域
、
田
園
居
住
地
域
の
活
用
に
つ
い
て

今
後
、
調
査
・
研
究
し
て
い
く
。

要
望　
市
街
化
区
域
と
市
街
化
調
整
区

域
は
連
続
し
た
土
地
空
間
で
あ
り
、
同

一
の
農
地
と
考
え
る
。
今
後
は
、
両
区

域
に
お
け
る
農
業
の
在
り
方
に
つ
い
て

検
討
し
て
ほ
し
い
。

○７月
 10日（火）～11日（水）
  県央八市議会議長連絡協議会定例会・

議長研修会
 12日（木） 平成30年度圏央道・新東名等整備促進

大会
 23日（月） 平成30年度鈴川改修整備促進協議会委

員会
○８月
  3日（金） 平成30年度秦野市戦没者追悼平和祈念

式典（副議長同席）
 22日（水） 平成30年度３市３町広域行政推進協議

会総会（副議長同席）
 29日（水） 平成30年度神奈川県後期高齢者医療広

域連合議会第２回定例会
○９月
 22日（土）～23日（日）
  第71回秦野たばこ祭開会式、オープニ

ングパレード、交流会

議長公務（7月～9月）
議長の主な公務についてお知らせ
します。
より詳細な公務日程については、
市議会ホームページでも公開して
います。 阿蘇 佳一 議長


